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中間支援活動助成事業 実績報告 
 

団体名 
特定非営利活動法人 

ソーシャルデザインセンター淡路 
代表者名  理事長 木田 薫 

事業名 

＜基本事業＞  SODA 地域づくり応援事業  

（SODA はソーシャルデザインセンター淡路の略称） 

＜企画立案事業＞これからの島のくらしをつくる学校 

    「食からはじめる これからのくらし」 

 

＜事業実施実績＞ 

年 月 日 活   動   内   容 

2016 年 6 月 19 日 NPO 法人・一般社団等「起業・運営相談」 

    9 月 15 日 NPO 法人・一般社団等「起業・運営相談」 

    9 月 21 日 第 4回これからの島の暮らしを考える市役所 

    9 月 25 日 第 1回これからの島のくらしをつくる学校 2016 

   10 月 13 日 NPO 法人・一般社団等「起業・運営相談」 

   10 月 28 日 第 2回これからの島のくらしをつくる学校 2016 

      11 月 18 日 NPO 法人・一般社団等「起業・運営相談」 

2017 年 

１月 14～15 日 
第 3回これからの島のくらしをつくる学校 2016 

1 月 20 日 第 2回 NPO 等の運営における会議の方法を学ぶワークショップ 

   2 月 11 日 第 5回これからの島の暮らしを考える市役所 

   3 月 16 日 魅力が伝わる団体キャッチコピーづくり講座 

 

＜効果と成果＞ 

SODA地域づくり応援事業では、人材育成セミナーや「NPO法人･一般社団等の起業支援」等の

活動が、地域の皆さんにずいぶんと周知されてきた。HP等のネットによる情報収集が主体とな

っている現代では、活動が広域にわたることが多い。また相談で、音楽団体や福祉団体の立ち

上げ支援が多いのは、SODAの持つ個性でもある。また3年目となった「これからの島のくらしを

考える市役所」も充実していて、市民主体の地域づくり実現の可能性を感じられる「これから

の島のくらしをつくる学校」は、今年度で5年を経過した。内容も充実し、幅広い年代層、島内

のみならず島外からの参加者も得るようになり、フェイスブックやHPへのアクセス数が圧倒的

に多い。こうした地道な活動を通して島内の若者たちの緩やかなネットワークを確実に形成し

てきたといえる。今後は自主事業として継続を予定している。 
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＜収支決算書＞ 
 
 

［企画立案事業］

（収入）

金額（円）

500,000

132,000

632,000

（支出）

区分 項　　　目 金額（円）
左のうち助成対象

金額（円）

人件費 174,950 174,950

旅費交通費 88,780 68,530

デザイン委託費 80,000 50,000

その他（謝金、会場費等） 163,500 102,500

小　　計 507,230 395,980

124,770 104,020

632,000 500,000合　　計

項　　　　　目

中間支援活動助成金

自己資金

合　　計

直

接

経

費

間接経費（一般管理費）

［基本事業］

（収入）

金額（円）

500,000

34,000

534,000

（支出）

区分 項　　　目 金額（円）
左のうち助成対象

金額（円）

人件費 202,250 202,250

委託費（ＨＰ管理） 80,000 50,000

謝金 60,000 60,000

その他（旅費、印刷費等） 81,650 77,650

小　　計 423,900 389,900

110,100 110,100

534,000 500,000合　　計

項　　　　　目

中間支援活動助成金

自己資金

合　　計

直

接

経

費

間接経費（一般管理費）


